
文
化
協

桑
名
市
文
化
協
会

先
ず
最
初

に
計
報
で
恐

縮
で
す
が
、

文
化
協
会
の

初
代
会
長
の

佐
藤
勤
三
氏
が
去
る
七
月
二
十
八
日
に
お

亡
く
な
り
に
な
り
ま
し
た
。
氏
は
世
界
を

ま
た
に
駆
け
て
活
躍
さ
れ
た
方
で
、
協
会

の
理
事
会
で
の
挨
拶
の
時
な
ど
実
に
豊
富

な
話
題
で
、
宇
自
の
話
か
ら
生
物
、
科
学
、

文
化
と
多
方
面
に
わ
た
っ
て
博
学
で
、
い

ろ
い
ろ
と
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
桑
名
の
石
取
祭
と
花
火
大
会
を
こ

よ
な
く
愛
さ
れ
、
今
年
も
楽
し
み
に
し
て

見
え
た
と
聞
き
ま
し
た
。
氏
の
ご
冥
福
を

心
か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

4泊、
宮家

ぬ
椛
戦

会
長

カ日

藤

夫

武

と
こ
ろ
で
、
私
た
ち
の
文
化
協
会
は
今

年
初
め
て
韓
国
で
「
桑
名
市
文
化
祭
|
N

マ

サ
ン

馬
山
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
大
正
琴
、
筆

曲
、
そ
し
て
日
本
舞
踊
の
三
部
門
の
出
演

で
実
施
し
て
参
り
ま
し
た
。
初
日
は
あ
い

に
く
の
雨
の
た
め
百
貨
店
の
ホ
ー
ル
で
、

一
一
日
目
は
晴
天
で
、
オ
ー
プ
ン
ス
テ
ー
ジ

で
の
公
演
で
し
た
。

こ
れ
ま
で
十
四
年
間
、
演
劇
の
交
流
を

き
っ
か
け
と
し
て
、
日
本
舞
踊
、
合
唱
、

美
術
、
茶
道
、
邦
楽
等
個
別
の
交
流
は
あ

り
ま
し
た
が
、
三
部
門
が
一
緒
に
交
流
と

い
う
の
は
初
め
て
の
事
で
し
た
。

来
年
も
是
非
出
演
を
と
招
待
を
受
け
て

お
り
ま
す
。
ス
テ
ー
ジ
文
化
だ
け
で
な
く
、

茶
華
道
や
美
術
の
展
覧
会
等
も
一
緒
に
参

加
し
、
「
桑
名
市
文
化
祭
l
N

馬
山
」
を

実
現
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
文
化
協
会
の
口
ゴ
マ
ー
ク
も
完

成
し
ま
し
た
。
六
華
苑
・
番
蔵
棟
の
活
用

に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
開
催
も
、
桑
名
市

文
化
課
・
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
公
社
の
協

力
を
い
た
だ
き
、
展
示
部
門
に
は
朗
報
で

し
た
。
桑
名
文
教
懇
親
会
の
成
功
に
見
ら

れ
る
よ
う
に
、
分
野
を
超
え
た
交
流
も
少

し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
進
行
し
て
い
ま

す
。
来
年
は
私
た
ち
の
活
動
の
拠
点
で
あ

る
市
民
会
館
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

し
ま
す
。
ま
す
ま
す
の
活
動
施
設
の
充
実

が
か
な
い
ま
す
。
四
日
市
、
東
員
町
等
周

辺
の
文
化
協
会
と
の
交
流
も
一
層
進
ん
で

い
ま
す
。

一
方
、
せ
っ
か
く
長
島
町
、
多
度
町
の

合
併
で
大
き
な
桑
名
市
に
な
っ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
文
化
団
体
の
合
流
に
は
ま
だ

時
闘
が
か
か
り
そ
う
で
す
。
会
員
の
増
加

ば
か
り

H

か
目
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
数

は
力
で
す
。
高
齢
の
た
め
に
退
会
を
さ
れ

る
会
員
、
団
体
も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ

れ
を
超
え
る
会
員
の
獲
得
に
努
力
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

文
化
協
会
は
市
民
の
団
体
で
す
。
市
民

の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
受
け
て
、
市
民
と
と

も
に
歩
む
協
会
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

が
、
ま
だ
ま
だ
よ
ち
よ
ち
歩
き
と
い
う
と

こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。
今
後
と
も
新
し
い
こ

と
に
ど
ん
ど
ん
挑
戦
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
会
員
の
皆
さ
ん
そ
し
て
市
民
の

皆
さ
ん
の
御
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

、
3

ノ

ー
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2006毒事10，， 22開砂12月3自
2007章容1月 20日 .2 1 8
酒会 場/六華苑・コミュニティプラザ・くわなメディアライヴ
組主 催/桑名市・祭名市教育委員会・桑名市文化協会

桑名市民芸術文化祭プログラム

日 時

10/22 (日)

13 時-19 時

(1 2 時 30 分開場)

催し物・開催場所等

2006 音楽のフルコース
桑名市大山田
コミュニティプラザ文化ホール

10/28 (土) ""'1 0/29 (日) 1 趣味教養祭

28R 9時~17時( 9 時開場)1 くわなメディアライヴ 1 階
29 R 9時~15時( 9 時開場)1 多目的ホール

10/28 (土)""'1 0/29 (日)

28R 13時-16時
(1 2時 30 分開場)

29R 10時-16時
( 9 時'30分間場)

11/2 体)""'11 /3 (:金)

10 時-16 時

芸能の祭典

桑名市大山田
コミュニティプラザ文化ホール

華道展
六華苑
洋館・会議室・番蔵棟

( 2 ) 

日 時

11/3 (:金)

10時-15時 30 分

11/3 (金)

10時-15時 30 分

催し物・開催場所等

，茶道

六華苑
ーの間 ・芝生庭園

香道
六華苑

二の間・離れ屋・高須御殿

11/4 也)""'11/5 (日 ) 1 趣味教養祭

4 日 9時-17時(9時開場)1 くわなメディアライヴ 1 階

5 日 9時-15時(9時開場)1 多目的ホール

11/11 (土)""'11/12 (日)

11 日 13時-17時

12 日 9時-17 時

11/12 (日)

10 時-17 時

(9時30分間場)

11/19 (日)

13時-17 時

(12 時30分開場)

11/23 (:木) ""'11 /26 (日)

23 R 12 時-18 時

24 円
25 日

26 円

(12 時間場)

9 時-18 時
( 9 時開場)

9 時-17 時
( 9 時間場)

12/2 (木)""'12/3 (日)

2 日 19時
(18時30分開場)

3 日 13時 30 分
(13 時開場)

協賛事業
日 時

10/8 (日)

14 時~
(13時30分開場)

平成19年 1 月 28 日(日)

10 時-15 時

小倉百人一首かるた競技
六華苑 ーの間

吟剣詩舞道の祭典
桑名市大山田
コミュニティプラザ文化ホール

Welcome Kuwana 
Dance Space 
桑名市大山田
コミュニティプラザ文化ホール

美術部門展

くわなメデ、ィアライヴ l 階

多目的ホール

演劇の祭典
「灯りは消えず

一定時制高校の青春一」
桑名市大山田
コミュニティプラザ文化ホール

催し物・開催場所等

シャンテ・クレール

第 18 固定期演奏会
川越町あいあいホール

茶道遠州会三重支部
初春茶会
六華苑



歌
謡
曲
を
現
代
三
味
線
で

芸
能
I

部
門

渡
遣
法
子(
現
代
三
味
線
)

芸
能
I

部
門
は
却
余
団
体
で
構
成
さ
れ
、

各
部
門
に
は
実
力
あ
る
師
匠
が
存
在
さ
れ

日
夜
た
ゆ
ま
ぬ
稽
古
に
は
げ
ま
れ
て
お
り

ま
す
。

私
は
現
代
三
味
線
で
す
が
、
主
と

し
て
歌
謡
曲
を
演
奏
致
し
ま
す
。

こ
の
頃

は
カ
ラ
オ
ケ
の
人
達
か
ら
伴
奏
を
頼
ま
れ

弾
く
事
が
ふ
え
て
来
ま
し
た

。
三
味
線
で

唄
う
こ
と
が
目
新
し
い
よ
う
で
す

。

昨
年

も
プ
ロ
に
な
っ
て
レ
コ
ー
ド
を
出
さ
れ
て

い
る
方
達
か
ら
の
依
頼
で
四
日
市
文
化
会

館
第
一
ホ
!
ル
で
演
奏
し
て
カ
ラ
オ
ケ
大

会
を
盛
り
上
げ
て
来
ま
し
た
。

今
年
も
十

月
八
日
あ
さ
け
プ
ラ
ザ
、
十
一
月
十

二
日

四
日
市
文
化
会
館
第
一
ホ
ー
ル
で
弾
く
事

に
な
り
、
歌
手
と
リ
ハ
ー
サ
ル
を
く
り
返

し
て
お
り
ま
す
。

演
歌
を
弾
く
の
は
む
ず

か
し
い
所
も
あ
る
反
面
楽
し
く
も
あ
り
ま

す
。
三
味
線
は
童
謡
、
演
歌
、
民
語
、
色
々

と
演
奏
出
来
ま
す
。

皆
様
も
是
非
習
っ
て

下
さ
い
。

今
年
は
桑
名

市
民
会
館
改
築
の
為
、

市
民
芸
術
文
化
祭
芸
能

の
祭
典
、
は
十
月二
十
八

日
と
二
十
九
日
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
で
開
催

致
し
ま
す
。

是
非
御
来

場
下
さ
い
。

願非う方 華百て まム瞬ら取人の朝た本がは のと百
い、と、競苑 τ い競すとスれり語 「 日こ二女中最とな人日 哩ー
し足思ー技にヘた技 。 しピ、上 」 天新とた流学近思か一本 固
まをう度かて A だか て| ー げに声聞がつ日生でいな首人 A 
す運方プる開五ける のド 顧問国向勝問l~ ， f;鞠機掴 まかでな 蜘，、
。 ん、ロた催与るた 面を 輯圃躍離蕗議離覇軍 す目すら 趣?
でそのをしドょの 白競 臨覇歯麟鱗鋪臨調由 。 にカ:誰 加味首
、のス始まよ，醍 さう 醤伊開明朝隣欝謡盛繋訟~... 襲 。 EI
た他ピめす香え醐 がス ，.....麟盤、時 れ競も 世養1J'
だ興!て 。 公 味 話ポ ...規堅議盤謀議必 る技知 膝部る
き味ドみ 開十の題 l 指型開出掛 機かつ桑門書
まあをよ 練 一 ー にツ ・・hぷ議総機縁翠刻展際遁脳 会るて金 巳
する見う 習月端 な性 同園陸評議長\同懇議襲警 がたい墓 音量
よ方てと 会十に つや ふ司~~湾機昨!吋で なとる霊H Z宰
うにみ思 を 二 触 てゲ ; 、 川以 ] いな小謡蹴 育英

お是ょう 六日れ い \ :‘ー~一品一一…J もる倉=

音
楽
ぬ
ヲ
ル
コ
ー
ス
防

い
か
が
?

音
楽
部
門
安
田
哲
也(

個
人
会
員
)

日
時
:
・
叩
月
包
日
回
目
時
j

今
年
で
日
回
目
と
な
る
桑
名
市
民
芸
術

文
化
祭
。

私
た
ち
音
楽
部
門
と
い
た
し
ま

し
て
も
全
会
員
で
力
を
合
わ
せ
て

『
音楽

の
フ
ル
コ
l

ス
』
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ

ザ
で
開
催
い
た
し
ま
す
。

毎
年
ご
来
場
の
皆
様
か
ら
も
ご
好
評
い

た
だ
い
て
お
り
、
恒
例
と
な
っ
て
お
り
ま

す
こ
の
イ
ベ
ン
ト

。

今
年
は
新
会
員
の
演

奏
も
あ
り
、
全
6

団
体
の
出
演
で
す
。

乞

う
御
期
待
/

毎
年
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
か
ら
音
楽
を
愛

す
る
者
同
士
が

一
堂
に
会
し
、
一
つ
の
も

の
を
創
り
あ
げ
て
お
り
ま
す
が
、
会
場
に

来
て
こ
の
素
晴
ら
し
さ
を
堪
能
し
て
く
だ

さ
い
。

各
出
演
者
、
こ
の
日
の
た
め
だ
け

の
ス
ペ
シ
ャ
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
お
届
け
い

た
し
ま
す
の
で
、
普
段
の
定
期
演
奏
会
と

は
ち
ょ
っ
と
違
っ
た
一
面
も
見
て
い
た
だ

け
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
?

い
ろ
ん
な
楽
器
を
自
由
自
在
に
操
り
奏

で
る
音
色
に
酔
い
し
れ
て
く
だ
さ
い

。

あ

な
た
の
中
に
潜
ん
で
い
る
『
音
を
楽
し
む
』

感
覚
を
目
覚
め
さ
せ
て
し
ま
う
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
私
た
ち
の
素
敵
な
音
楽
で
癒

さ
れ
て
く
だ
さ
い

。

そ
し
て
、
私
た
ち
と
一
緒
に
、

ス
を
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う

b

フ
ル
コ
l

さご内いをのらをじま春
い期容た過あぎ寿てしの桑文
。 待でだごるとぎ、たイ名化
くすけしー潤、新 。 べ市祭
だ 。 るて日い安春茶ン文 t!!

華ト化当
道と協副
し会塁

洋て加長
楽、盟主

- 打廿 .111.. 

邦手尿木
楽目に
等をよ舗
を迎る 22
通え新 λ

( 3 ) 

今
年
度
の
文
化
祭
ポ
ス
タ
ー
原
画
に、

長

島
中
部
小
学
校
5

年
生
の
伊
藤
徹
さ
ん
が
入

賞
さ
れ

、

去
る
8

月
9

日
に
表
彰
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
佳
作
に
は
、
弟
の
優
さ
ん
が
選

ば
れ
兄
弟
揃
つ
て
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

伊
藤
さ
ん
は

、

今
ま
で
に
も
「
椿
神
社
写

生
大
会
」
で
文
部
科
学
大
臣
賞
、
「
水
辺
の

風
景
画
コ
ン
テ
ス
ト
」
で
は
農
林
水
産
大
臣

賞
、

「
瀬
戸
内
海
の
環
境
保
全
ポ
ス
タ
ー
」

で
は
、
環
境
大
臣
賞
、
「
日
韓
国
際
児
童
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
で
は
韓
国
香
川
市
長
賞
、
そ

し
て
「
海
洋
の
夢
絵
画
コ
ン
テ
ス
ト
」
で
は

日
本
郵
政
公
社
総
裁
貰
等
々
受
賞
総
数
は

m

回
に
も
の
ぼ
る
実
力
の
持
ち
主
で
す
。

今
回
の
ポ
ス
タ
ー
原
画
は
、
今
年
度
の
文

化
祭
テ
ー
マ
「
水
と
緑
と
歴
史
が
青
む
街
・

桑
名
」
に
ぴ
っ
た
り
の
緑
を
基
調
と
し
た
さ

わ
や
か
な
作
品
で
す
。



桑
名
弦
楽
&
ロ
車
帝
国

第
幻
固
定
期
演
泰
会

「
生
で
『
っ
す
ロ
モ

i
w
'
?ルト
/
」

桑
名
弦
楽
合
奏
団

勝
野
弘
志

桑
名
弦
楽
合
奏
団
第
幻
固
定
期
演
奏
会

を
平
成
同
年
日
月
ロ
日
間
午
後
2

時
よ
り

東
員
町
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
ひ
ば
り
ホ
ー

ル
に
て
、
桑
名
市
文
化
協
会
の
助
成
の
も

と
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

こ
の
定

平成18年度桑名市文化協会育成補助金支援事業一覧
団 体 名 事 業 内 谷 開催期日

桑名美術クラブ 桑名美術クラブ 30 周年記念展 18 . 1O.6~10.11 

ちぎり絵サークル ちぎり絵サークル 20 回記念展 18.10.20~ 10.25 

全日本写真連盟桑名支部 全記念日本写写真真展連盟桑名支部創立50周年 18.9.21 ~9.24 

大河内浩 赤須賀神明社の石取祭企画展 18.7.6~8.29 

藍華の会 藍の華 18.5.3~5.5 

トーインポップスオーケストラ 第12回トーインポップスコンサート 18.10.1 

桑名吹奏楽団 第33阿定期演奏会 18.9.3 

量査マzzュア将棋 桑名市長杯争奪桑名市囲碁将棋大会 18.6.25 

桑名弦楽合奏団 桑(名モ弦ー楽ツ合ア奏ル団ト第生2誕1同2定50期年演若己奏念会) 18.11.12 

おいピずの曲をにけ聴にでのでい奏数に介ろンイに招 250 るよくにに期
待たソモみの立司るい楽は演、まさ多ちいい協オよい年今もるー密行演
ちし 1 1 な解て会よてし皆奏今すれくなたろ奏リるてを回の演般着つ奏
いまドツら説、者う頂く様会回のて演んしな曲ン「の記ので奏のして会
たすなア 鱗r，='，:，，:: 務総繍織機鰐磯鯛・圃.;r~域雪空 でま形」独デ「念演すを皆たいは
し。どル ト十欝下一回・・・臨擬 「す態な奏イ交し奏。楽様音る当
て皆をト 長 ロ誉総j主義嚢彊・・E長三発議 モ 。のどをヘ響 、会 しに楽メ団
お様紹に い幽ヰ;議選域調園E包錨 l 巷作、交ぜ曲管は ん弦活イ設
りの介ま 滴験成;畏鰻通盤露盤務機憲君臨哩・護持頼習慣 ツで品モえア」て楽モ で楽動ン立
まごしつ 首脳議蓋護費週醸笠習性解苓塁悪露警護議選議鶏 ァはを l たイ ・器 l いオのの叫
す来なわ置毘悪路璽溢務磁綴鱗認識蕊轡 lレこ取ツ「メ弦のツ た|一活采
。場がる置議掴聞臨碕齢詳機畿圏隣齢. トのりアヴ/楽客ア だケ環動毎
、ら様爾嘩噛鳳;艦購困特生上ルァと合演ル こスとで年
心演々 驚騒週圃匝圃・凶圏直艦II圃匿盤議週・・・ 集誕げトイ 、奏奏ト うトし 、定
よ奏な 』圃園園・E週監理園田魁a圃・圃薗圃匝圃園L- 250 てのオヴの者生 とラて地期
りをエ ・圃圃・圃圃盤扇r警察吋置圃圃・・・・・圃圃 が年紹 L、リァみを誕 すに広域的

桑
名
美
術
ヴ
弓
τ

三
十
周
年
記
念
展
に
つ
い
乞

桑
名
美
術
ク
ラ
ヲ

安
田
隆
亮

桑
名
美
術
ク

相

ラ
ブ
は
一
九
七

幽

六
年
に
発
足
し

て
、
今
年
で
三

十
周
年
を
迎
え

ま
す
。
五
年
ご
叫

と
に
記
念
展
を

…

開
催
し
て
ま
い

一

り
ま
し
た
。
三
一

十
周
年
は
、
大
き
な
区
切
り
で
す
。

桑
名

市
文
化
協
会
育
成
補
助
金
助
成
事
業
と
し

て
記
念
展
を
今
秋
十
月
六
日
よ
り
十
一
日

ま
で
(
十
日
は
休
館
)
、
メ
デ
ィ
ア
ラ
イ
ヴ

に
て
開
催
致
し
ま
す
。

三
十
年
前
、
桑
名
美
術
ク
ラ
ブ
が
発
足

し
た
当
時
は
、
ま
だ
ま
だ
文
化
活
動
も
そ

れ
程
盛
ん
で
な
く
、
プ
ロ
の
洋
画
家
、
学

校
の
先
生
を
中
心
に
ス
タ
ー
ト
し
た
訳
で

す
が
、
三
十
年
の
聞
に
は
、
大
き
な
波
、

小
さ
な
波
、
幾
多
の
波
を
か
い
く
ぐ
り
な

が
ら
、
こ
こ
ま
で
継
続
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
こ
れ
も
今
は
亡
き
諸
先
輩
、

O
B

の

人
達
、
ま
た
現
会
員
の
努
力
の
お
陰
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
こ
の
三
十
周

年
の
伝
統
を
守
り
、
ま
た
将
来
へ
向
け
て

の
転
機
と
し
て
桑
名
の
文
化
活
動
の
活
性

化
に
微
力
な
が
ら
頑
張
っ
て
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

事事
型雇

4・v 、・-

Z支毘
リ Z
S 霊

し
ヲま
z す

ス
タ i

今
年
で
9

回
目
を
迎
え
る
ス
プ
リ
ン

グ
フ
ェ
ス
タ
で
す
が
、
現
在

6

団
体
が

希
望
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
余
裕

が
あ
り
ま
す
の
で
、
文
化
協
会
を
中
心

に
募
集
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
様
、

こ
の
機
会
に
楽
し
く
交
流
し
ま
せ
ん
か
。

会日
場時

-
対
象

平
成
叩
年
2

月

M
・
お
日

桑
名
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル

大
・
中
ホ
!
ル

当
協
会
加
盟
団
体
及
び
市
内

で
活
動
し
て
い
る
文
化
団
体

( 4 ) 

-
受
付
期
間
平
成
凶
年
目
月
日
日
ま
で

に
所
定
の
用
紙
で
当
協
会
(
文

化
課
)
に
申
し
込
む。

-
会
費

大
運
営
は
、

出
演
(
展
)

団
体
の
代

表
者
若
干

名
を
加
え

た
実
行
委

員
会
に
て

行
い
ま
す
。

一
団
体
一
万
円
。

時
に
支
払
・
っ
。

申
込
と
同



ち
ぎ
り
絵
サ
ー
ク
ル
は
、
紙
画
研
究

会
代
表
の
斎
藤
世
津
子
先
生
を
講
師
に
、

昭
和
五
十
七
年
中
央
公
民
館
が
完
成
し

た
年
に
発
足
し
ま
し
た
。
三
年
後
、
第

一
回
サ
ー
ク
ル
展
を
、
桑
名
市
博
物
館

で
開
催
す
る
こ
と
が
出
来
、
そ
の
後
、

毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
文
化

協
会
美
術
部
門
展
、
中
央
公
民
館
文
化

祭
に
も
毎
年
出
品
し
て
い
ま
す
。
今
年

は
、
二
十
回
記
念
展
と
い
う
こ
と
で
、

文
化
協
会
よ
り
助
成
金
が
頂
け
る
こ
と

に
な
り
、
桑
名
メ
デ
ィ
ア
ラ
イ
ヴ
で
、

十
月
二
十
日
か
ら
二
十
五
日
(
二
十
四

日
は
休
館
)
ま
で
開
催
す
る
運
び
と
な

り
ま
し
た
。

現
在
三
十
八
名
の
会
員
で
す
。
最
年

長
九
十
二
才
の
方
を
始
め
、
八
十
代
、

七
十
代
と
高
齢
の
方
も
多
い
の
で
す
が
、

年
齢
を
感
じ
さ
せ
な
い
若
さ
と
活
躍
ぶ

り
に
は
頭
が
下
が
る
思
い
で
一
杯
で
す
。

今
回
は
、
特
に
二
十
回
展
と
い
う
こ

と
で
、
会
員
全
員
が
一
丸
と
な
っ
て
、

日
々
作
品
の
創
作
に
意
欲
を
燃
や
し
て

い
ま
す
。
「
生
涯
現
役
」
で
頑
張
っ
て

栄れを御辛し頂御方多 らい
でば頂批口てき来々数是れま
す;光け評の、ま場にの非ます

す
よ盤

品雪
つ十

て固
い記
写A，与

す:22
が
終
え

全
日
本
写
真
連
盟
桑
名
支
部
は
昭
和

三
十
一
年
十
月
一
日
、
立
坂
神
社
で
発

会
式
を
行
い
、
最
年
長
は
四
十
才
過
さ
、

若
く
は
二
十
才
前
後
が
幾
人
か
い
た
、

若
さ
あ
ふ
れ
る
ス
タ
ー
ト
で
し
た

。

月
例
写
真
研
究
会
は
、
会
場
を
魚
屋

さ
ん
の

二
階
で
始
め
、
新
聞
販
売
店
、

地
区
集
会
所
、
神
社
社
務
所
、
中
央
公

民
館
と
替
わ
り
ま
し
た
が
、
五
十
年
間

一
度
も
休
む
こ
と
な
く
続
け
て
い
ま
す
。

会
員
の
活
動
を
知
ら
せ
る
会
報
も
毎

月
発
行
し
、
今
年
の
七
月
号
は

「六
百

( 5) 

-
a
ω
恥
臼
恥
掛
掛
北
高
ぷ
明
白
帆

4
4
以
明
白
恥
4
4
4
晶
4
4
掛
ん
事4
4
-棋
品
4
4
a
お
4
4
申
4
4
高
批
ω
和
樹
高
品
筋

肉議
議
欝
欝
欝
議
霞
離

露
盤
離
職
…

一
品
噌

持
桑
名
市
文
化
協
会
ロ
コ
マlク
募
集
に
ご
応
募
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
地

向
い
ま
し
た
。
五
月
の
総
会
で
選
考
会
を
行
い
、
応
募
総
数
六
十
五
点
の
中
か
ら
最
創

平
優
秀
賞
一
点
、
優
秀
賞
五
点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
現
在
、
理
事
会
に
て
ロ
ゴ
マ
l

例

制
ク
使
用
規
定
を
検
討
中
で
す
。
悦

一
待毎
【
最
優
秀
賞
】
兵
庫
県
神
戸
市
杜
多
利
香
さ
ん
悦

司
令
一

禍
換
機
欝
v

桧
【
優
秀
賞
】
東
京
都
町
田
市
彦
根
正
さ
ん
純

一
盤
罷
欝

諜
三
重
県
柔
名
市
谷
古
正
樹
さ
ん
時

一
向
調
麟
鱗
鱗
判
ミ文
和
三
重
県
四
日
市
市
矢
島
正
浩
さ
ん
似

一
得

議
議
匂
民
吋
市
優

一
昨
i
恥
み
相
、名
最
千
葉
県
相
市
佐
藤
秀
人
さ
ん
謝

申
i
i
g

議
官

桑
三
重
県
四
日
市
市
森
次
男
さ
ん
制
一

s
g
5
3
3
g
3
3
3
g
g

ま
3
3
3

時

号
目
の
支
部
報
」
と
な
り
ま
し
た
。

支
部
写
真
展
で
は
、
桑
名
を
題
材
に

し
た
写
真
展
を
続
け
、
創
立
五
十
周
年

記
念
写
真
展
を
九
月
二
十
一
日
か
ら
九

月

二
十
四
日
ま
で
、
く
わ
な
メ
デ
ィ
ア

ラ
イ
ヴ
で
行
い
ま
す
。

今
回
の
作
品
も
桑
名
を
被
写
体
に
、

撮
影
か
ら
プ
リ
ン
ト
ま
で
会
員
の
一
致

協
力
に
よ
る
成
果
で
あ
り
、
桑
名
支
部

の
発
展
の
為
に
も
、
決
し
て
絶
や
し
て

は
な
ら
な
い
良
き
伝
統
で
す
。



桑
名
え
え
と
こ
再
発
見

j
城
東
地
区
赤
須
賀
j

赤
須
賀
は
桑
名
市
東
部
の
揖
斐
川
沿

い
に
あ
る
漁
業
の
町
で
、
中
央
部
に
小

さ
な
船
溜
ま
り
の
漁
港
が
あ
る
だ
け
な

の
で
、
揖
斐
川
右
岸
に
ぎ
っ
し
り
と
漁

船
が
繋
留
さ
れ
、
正
月
に
色
鮮
や
か
な

大
漁
旗
が
掲
げ
ら
れ
る
光
景
は
広
報
紙

な
ど
で
し
ば
し
ば
紹
介
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
室
町
時
代
に
三
河
国
市
場
村
(
現

在
の
愛
知
県
幸
田
町
)
か
ら
渡
来
し
た

士
族
が
、
現
在
の
元
赤
須
賀
の
地
に
住

ん
で
漁
業
を
営
ん
だ
の
が
始
ま
り
で
、

江
戸
時
代
に
な
っ
て
桑
名
城
整
備
で
赤

須
賀
新
田
が
開
発
さ
れ
る
な
ど
、
そ
の

後
の
街
区
は
二
転
三
転
し
ま
し
た
が
、

猟
師
町
赤
須
賀
、
俗
に
城
東
と
呼
ば
れ

て
き
ま
し
た
。

現
在
で
は
貝
類
を
採
取
す
る
漁
業
が

主
体
で
す
が
、
以
前
は
冬
季
に
は
多
く

の
漁
家
で
海
苔
養
殖
が
行
わ
れ
た
り
、

大
正
時
代
に
は
伊
勢
湾
漁
業
の
花
形
と

う
た
廿
あ
み

呼
ば
れ
た
打
瀬
網
漁
船
が
活
躍
す
る
な

ど
多
く
の
漁
法
が
営
ま
れ
ま
し
た
。
北

社
会
文
化
部
門

大
河
内
浩(個

人
会
員
)

端
に
赤
須
賀
神
明
社
が
あ
り
、
毎
年
八

月
に
は
桑
名
春
日
神
社
と
並
ん
で
石
取

祭
が
行
わ
れ
る
こ
と
で
有
名
で
す

。

近
年
防
災
に
つ
い
て
の
意
識
が
高
ま

る
中
、
堤
防
の
補
強
工
事
と
と
も
に
、

公
民
館
・
漁
業
組
合
・
物
産
販
売
所
な

ど
の
複
合
施
設
(
仮
称
漁
業
体
験
学

習
館
)
の
計
画
も
進
め
ら
れ
て
お
り

、

こ
の
地
区
の
こ
れ
か
ら
の
町
づ
く
リ
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

平
成
叩
年
度
新
入
会
員

O
大
竹

由
夏(

音
楽
・
フ
ル
ー
ト
奏
者
)

O
琴
き
ら
ら代

表
堀

一-一天主主コ忙

桑
名
市
文
化
協
会
は
、
広
く
市
民
の
文

化
活
動
な
ら
び
に
文
化
事
業
の
振
興
と
連

帯
感
の
育
成
を
図
り
、
も
っ
て
市
民
の
豊

か
な
文
化
の
創
造
と
発
展
な
ら
び
に
豊
か

な
地
域
社
会
づ
く
り
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
に
活
動
し
て
お
り
ま
す

。

港

こ
の
目
的
に
賛
同
し
、
桑
名
市
文
化
協

会
に
入
会
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

個
人
会
員
も
大
歓
迎
で
す
。

桑
名
市
文
化
協
会
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー

ム
ペ
l

ジ
に
活
動
団
体
や
文
化
協
会
規
約

等
を
紹
介
し
て
お
り
ま
す
。

(
宮
円
台\
\
σ
E
H
W
ヨ
)
古
}
宅
山
口
白
・
〕
勺
\
)

賀須赤

入
会
す
る
に
は
、
事
務
局
(
教
育
委
員

会
文
化
課
内
)
に
あ
る
入
会
申
込

書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

理
事
会
の
承
認
を
得
て
入
会
と
な
り
ま
す
。

( 6 ) 

編
集
後
記

意義

梅
雨
明
け
も
例
年
よ
り
遅
く
じ
め
じ
め

し
た
中
で
の
編
集
会
議
、
新
し
い
委
員
も

加
わ
り
、
ま
ず
始
め
に
事
務
局
よ
り
文
協

ホ
l

ム
ぺ
l

ジ
に
つ
い
て
説
明
を
聞
き
ま

し
た
。

続
い
て
初
号
発
行
に
向
け
て
掲
載

内
容
を
検
討
し
、
今
秋
の
市
民
芸
術
文
化

祭
で
の
部
門
紹
介
及
び
各
部
の
活
動
成
果
、

内
容
等
、
盛
り
沢
山
に
な
る
よ
う
努
力
し

ま
し
た
。

一
人
で
も
多
く
の
方
々
に
関
心
を
持
っ

て
い
た
だ
き
、
水
と
緑
と
歴
史
が
育
む
新

し
い
桑
名
の
芸
術
文
化
が
大
い
に
広
が
っ

て
い
く
こ
と
を

一
同
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

(
谷
口
)
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